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【1　 組織の概要】

①　会社組織

〒085－0844 北海道釧路市知人町３番１８号

〒085－0807 北海道釧路市高山２番地

〒085－0844 北海道釧路市知人町３番１号

  1,000万円

　代表取締役　佐々木　勉（平成29年5月19日就任）

　取締役　柴田俊光 （平成29年5月19日就任）

　取締役　猿子満彦（平成29年5月19日就任）

　産業廃棄物の収集運搬、中間処理及び最終処分(安定型）業

　一般廃棄物の処理業

平成元年に炭鉱施設の維持管理を受注するため、設立し平成10年

から事業拡大を図るため、産業廃棄物の埋立処分業を開始し、さらに

受入廃棄物の種類を増加させ廃棄物のリサイクル化を促進している。

環境管理責任者 環境事業部長　柴田　俊光

事務局担当者 環境事業部長　柴田　俊光

㈱栄和サービス 本社環境事業部

TEL（0154） 42－8640 Fax　0154-42-8641

Ｅ-mail　：　eiwas@youhan.co.jp

②　事業規模
年度

区分

 　再資源化量

 　売上高

 　従業員数

　埋立残存容量

③　組織体制（部門別人員配置図、処理業講習受講状況）

19

2021年度

16,889.0

110

評価
チーム

取締役環境事業部長
兼環境管理責任者(1名）

㎥

代表取締役　(1名）

知人リサイクルヤード(５名）

　ⅰ　組織・人員配置

収集運搬部門
(2名)

高山事業所(中間・埋立）（5名）

管理部長(1名）

知人事業所
(3名…EA事務）

会 社 名

役 員 等

株式会社　栄和サービス

知 人 事 業 所

事業内容

連絡先

本 社 所 在 地

高山事業所所在地

設 立 年 月 日

人

9,731.0

平成元年４月５日

資 本 金

㎥

代 表 者

事業経歴

床　面　積

2022年度

16,889

130,610

t 5,967

138,292

6,831.0

110

8,563.0

千円

2020年度単位

埋　立　量

19,737

118,152

6,403.0

㎡

17

110

18

989.5
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１）　破砕・ﾘｻｲｸﾙ施設技術管理士　

　　・平成29年7月6日　認定番号047839 日本環境衛生センター

2）　最終処分場技術管理士　

　　・平成29年6月9日　認定番号047542 日本環境衛生センター

3）　産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会（日廃振興ST）

　　・収集運搬課程（更新）（産廃・特管産廃）2020年9月11日　修了証第520357502号

　　・処分課程（更新）（産廃・特管産廃）平成27年10月29日　修了証第215108018号

④　産廃等処理業許可の内容

⑤　施設の状況

　ⅰ　収集運搬業の車両等

R.03.07.01

第00１１0031588号
 産業廃棄物
収集運搬業

北海道

産業廃棄物処
分業

北海道

一廃廃棄物
収集運搬業

釧路市
R.04.08.03

釧路市許可第15号
R.06.08.02

ｺﾏﾂPC200 -

釧路480う3851

〃 乗用車

〃

〃

釧路100は3918 産廃

許可番号

廃油、廃ﾌﾟﾗ、紙くず、木くず、繊維くず、ゴム
くず、金属くず、ガラスくずt等及び陶磁器く
ず、がれき類。以下石綿含有産廃、水銀使用
製品産廃を含む。積替保管あり。R.08.06.30

　４ｔユニック 　釧路100さ351 釧路市高山2番地

箱車

R.02.06.28
第00140031588号

〃

産廃・一般

釧路市内事業所限定

埋立：廃ﾌﾟﾗ、ゴムくず、金属くず、ガラス等く
ず、がれき類溶融：廃プラ破砕：木くず破砕：
がれき類R.07.06.27

許可対象産業廃棄物

　釧路100す4436

釧路500の2076

釧路00る691 -

10ｔダンプ 釧路100は3324

ローダー キャット938

釧路100さ81802ｔ平台

釧路400す3972

ｺﾏﾂWA80

〃

釧路100す1038

許可期間

3.5ｔ平台 釧路11ぬ2044 産廃

〃産廃・一般

産廃・一般

釧路市知人町３番１８号産廃・一般

〃 釧路市知人町３番１８号

　釧路800さ6000

用途

〃

車輌の形状 車輌№

　ⅱ　資格

収集運搬車両

塵芥車

 　４ｔダンプ

〃

重　機

乗用車

〃

登録 配備場所

重　機 キャット320 -

軽貨物

-

-

10ｔダンプ

〃

産廃

〃

釧路000る1857

産廃

-

〃

営業用

ローダー

〃

- 〃

-

- 釧路市高山2番地

-

〃

- 〃

〃

〃

〃
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重　機 ｺﾏﾂPC200



　2）　積替保管場所

　　　釧路市高山２番地

　　・面積…7.7㎡　・上限量…9.65㎥・高さ…1.25ｍ　

　　・種類…紙くず、繊維くず、ｶﾞﾗｽ等くず及び陶磁器くず・水銀使用製品産業廃棄物

　ⅱ　処分業（中間処理施設）

　2)　保管場所…釧路市高山２番地

　　№１　面積（351㎡）・種類（廃ﾌﾟﾗ、木くず、金属くず、ガラスくず等）・上限量（702㎥）

　　№２　面積（100㎡ ）・種類（木くず）・上限量（130.7㎥）

　　№３　面積（968.0㎡ ）・種類（がれき類）・上限量（2,083.0㎥）

　　№4　面積（227.5㎡ ）・種類（がれき類）・上限量（277.5㎥）

　　№5　面積（187.5㎡ ）・種類（がれき類）・上限量（379.3㎥）

　　№6　面積（49.8㎡ ）・種類（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類）・上限量（103.2㎥）

　　№7　面積（300㎡ ）・種類（廃ﾌﾟﾗ、木くず、金属くず、ｺﾝｸﾘ-トくず、がれき等）・上限量（392.1㎥）

　　№8　面積（150.0㎡ ）・種類（廃プラスチック類）・上限量（208.0㎥）

　　№9　面積（612.0㎡ ）・種類（がれき類）・上限量（1,131.9㎥）

　3)　保管場所…釧路市知人町3番1号

　 №１0　面積（285㎡）・種類（廃プラスチック類）・上限量（404㎥）

　 №11　面積（100㎡ ）・種類（木くず）・上限量（141㎥）

 　№１2　面積（126㎡）・種類（廃プラスチック類）・上限量（102㎥）

キャット210 -

50.4ｔ/D…6.3t/h

1軸ドラムカッター

1軸剪断

４.8ｔ/D…0.6t/h2軸剪断

廃プラ（発泡スチロール）電気加温

リフト

重　機

H29.1.11

選別機 浮遊選別

設置等年月日

H10.10.1

 種類

〃

対象廃棄物

４.2ｔ/D…0.５3t/h

処理能力

破砕機 木くず

破砕機

釧路市
知人町
3番1号

釧路市
高山
2番地金属くず

6.4ｔ/D…0.8t/h

登録

釧路市知人町３番１８号

配備場所

-

ゴムくず

設置場所

〃

用途 車輌の型式 車輌№

ガラスくず等

7.2ｔ/D…0.9t/h

H10.10.1破砕機

ローダー ｺﾏﾂＷＡ300 釧路00る2535 -

トヨタFD22 - -

廃プラスチック類

４.0ｔ/D…0.５t/h 木くず

プ、木、金、ガラ、がれき

処理方式
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H13.2.16 50.4ｔ/D…6.3t/h

H24.11.24

H18.6.1

H17.10.15

溶融機

破砕機 クラッシャー

廃プラスチック類

破砕機 電動力牽引

480ｔ/D…60t/h がれき類

480ｔ/D…60t/h タイヤ（ビート抜き）

2.62ｔ/D…0.328t/h

16ｔ/D…2t/h



　ⅲ　処分業（安定型埋立）

　ⅳ　処理工程図

　　１）　混合物

　　2）　コンクリート

　　3）　木くず

　　4）　発泡スチロール

　　5）　廃プラ

　　6）　廃タイヤ

　　7）　廃プラスチック類

(単位：ｋｇ)

 5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月

⇒ 燃料製品 ⇒

1,550

製品

埋立処分

振動
篩機

2,210 1,340

ｶﾞﾗｽ・陶磁器・ｺﾝｸﾘｰﾄくず
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⇒

1,090可燃物 1,130 2,680 810 1,310

4月

磁選
機

計

燃料製品 売却

売却
ビード
抜　機

売却

受　入 ⇒ 破砕機 ⇒ 15cm以下 ⇒ 埋　立

受　入

⑥　一般廃棄物収集運搬実績

1,350 1,340

⇒

⇒

埋立
⇒

⇒

プラ50㎜以下⇒⇒

ビード

減容機 ⇒ 発泡インゴット⇒ 遺物除去 ⇒

⇒

破砕機

受　入 ⇒ 一次破砕 ⇒ 磁選機

受
入

受　入 ⇒ 破砕機 ⇒ 50mm以下

2022年度

3月2月

1,980 18,2001,410

1月

受
入

⇒
一次
破砕

H.9.9.16 H26年3月廃止済

終了予定設置場所 設置年月日

№１ 釧路市高山２番地

№2

混
合
物
受
入

⇒

R6年

ゴムくず ⇒ 埋立処分

⇒

⇒

埋立残存容量区分

釧路市高山2、3番地

木くず
浮
遊
選
別
機

売却
路盤材

10,307㎡

10,462㎡

⇒ 売却

⇒
0～80㎜

埋立面積

⇒ 金属資源化

⇒

0～40㎜

9,731㎥

6,403㎡

埋立処分

H.23.8.31

⇒ 再生資源化

金属くず

廃プラ

⇒ ⇒

（鉄金除去）

二次
破砕



　1)　収集運搬量 (単位：ｔ)

 5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月

　２）　中間処理量 (単位：ｔ)

 5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月

　3）　埋立処分量 (単位：ｔ)

 5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月

 4)　料金の提示 産業廃棄物処理料金表

１　収集運搬

２　処分 1 土砂（残土）

2

3 上記の混載物並びにグラスウール

4 金属くず・木くず

5 廃プラスチック類

6 廃発泡スチロール箱（１箱当たり200ｇ）

7 廃発泡スチロール

金属くず

16.11廃プラ 21.08 17.84 15.61

木くず

0.00

18.31 17.89 185.9

0.00

1月

0.00 0.00

⑦　産業廃棄物処理実績 2022年度

0.71 0.00

0.00

4月

0.00 0.000.00

11.38

0.000.00

14.9411.39

がれき類 30

0.0

廃プラ 12.0 7.1 13.3 21.7 19.5

1.20.0

36

金属

2223

0.4 0.0 0.2

34

317

0.0

277 195

37

61 62

51 36 34

621

54

144

1019 11

30.4

種　　　　　　　　　類

1.0

12.2

2930

ガラス等 22.6 36.8 35.7

4月

合計 176 171

ガラス等

178 306

木くず

40

22 37

11.39

42

廃タイヤ

157

74.4 16.11 14.94

23 37 36

廃プラ

34 29

4月

合計

0.00 0.00

954.990

0.00

計

0.0

3月2月

16.33

0.00

11.38

13.49

0.70.000.00

54 10462

0

8.20

0.000.00

11.49

0.00 0.00

0.00 0.00

85

0

15.61

314

資源化量計

68

11.49

33

20,000～ 25,000円/t
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13.49

734.4

16.33

29.3

0.2

41.6

34.6 35.7 17.8 30.5

239.06 2

27 30 379.3

2,692.5

20.4 17.5

213

5.7

27

0.1

ｰ  6,500円/h

金額

74 71

15.6 40.9

22.1 36.5

13.1 24.2

954.9

1月 2月 3月

34.3

37

がれき類 053

廃タイヤ 19.10 1.1089.20 23.30

107 0 0

18.22

0

9.3010.8016.70

000 155

76

124.5

1.80

17.89

4.90

173.2

5.80

500.7

236.6

563.3

7

83

104

54 62

82125

41

208.4

72

71

81 48

12.1

42

計

1.1

30

9.6

33

1,829.0

379

68.5

5.7

0

0.4

163

            65円/kg

76 60 65 93 61

0.2

171.08

208 276

10.4

2月1月

213

3月

0.01.31.1

55 863.48

○

73 60

　　　　   1,000円/t

79

各単品  1,000円/t

800～10,000円/t

65円/kg ○

　　　　　　　13円/箱

循環税対象

97

がれき類 41.5 15.7

0.2

○

ｺﾝｸﾘｰﾄがら・ﾀｲﾙ・ﾌﾞﾛｯｸ・ｱｽﾌｧﾙﾄ等

廃タイヤ 0.2

15.4

2.39

379.25

310.76

0.1

32.827.0

0.0 0.1

30.4

26.314.8

0.1 0.1

合計

0.1



⑧　　地域融和

　　当社の施設は、見学の要請があれば随時公開をしています。

⑨　環境保全への取組み

　　エコアクション２１認証取得（平成19年6月26日認証番号第0001657号）…以後継続中

【２　環境経営方針】

【環境経営方針】

　「未来における自然と人類の共存・共栄］を全社員参加のもと、その実現に貢献します。

　地球環境や地域の環境汚染の低減を図るため、次の事項の継続的改善に取組みます。

　　　同意した他の要求事項を遵守する。

　　社外の求めに応じて開示する。

　　平成１８年　９月　１日　制定

　　平成３１年　４月　１日　改定

株式会社　栄和サービス

  代表取締役　　佐々木　　勉

  ２．　電力・化石燃料の使用を抑制して温室効果ガスの排出の抑制に努めます。

当社は、企業活動を 通し て、地球規模及び地域への環境負荷の軽減を積極的に推進し

　当高山事業所並びに知人ﾘｻｲｸﾙﾔｰﾄﾞが行う産業廃棄物処理事業（収集運搬、中間処理

- 6 -

【行動指針】

記

  ３．　地域の環境保全と汚染の防止に努める。

  ４．　国・地方自治体などの環境等に関する関係法規及び条例等を遵守すると共に、当社が

  ５．　環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画については、全社員に周知すると共に、

　  リサイクル、最終処分）の事業活動に伴うエネルギー消費が環境負荷の大きな要因であり、

  １．廃棄物の抑制を図ると共に、受入廃棄物の再資源化に努めます。

【企 業 理 念】

印



【３　環境目標】

〇　中長期目標は、次表のとおり。

　電力

　ガソリン

　軽油

　灯油

　廃棄物排出量

　循環資源生産量

　公道の清掃活動

※　環境経営目標の設定等について

　①　温室効果ガス関係

　　ⅰ　CO2排出量は、2007年から省エネ活動を実施して削減は限界のため、±0％とする。

  　ⅱ　CO2の排出係数は、北海道電力のH28年値（0.640）とする。

　　ⅲ　灯油は、気温の変動に左右されるため、評価の対象としない。

　②　水道水は、限界のため、±0％とする。

　③　廃棄物は、一般廃棄物のみで限界のため、当面±0％とする。

　④　循環資源生産量の増加は、当社の努力より市況に影響されるため、評価の対象外とする。

　⑤化学物質の使用はない為、目標は設定しない。

【4　主要な環境活動計画の内容】

１ 二酸化炭素排出量の削減

　①　電力量の削減

　　・使用していない作業所、部屋及び休憩時間は消灯する。

　　・事務機器及び照明機器は、交換時には省エネタイプに取り替える。

　　・施設の稼動は、廃棄物量に見合った効率的な運転に努める。

　　・設備の空運転の防止に努める。

　　・冬季間は積極的に昼光を取り入れる。

　②　灯油の使用量の削減

　　・冬季間は室内温度を、概ね20度～23度にする。 暖房機更新時は、省エネタイプ購入。

　③　軽油の使用量の削減

　　・車両使用時は法定速度を遵守しエコドライブを心がける。

　　・運転時は空ぶかしをしない。

　　・急発進・急加速の運転は行わない。

　　・効率の良い走行（ルート・作業）プランを立てる。

　　・アイドリングストップを行う。

  　・重機及び破砕機等の使用は廃棄物量に見合った効率的な運用に努める。

　　・空運転をしない。

エネ
ルギ
ーの
内訳

±0%

2回/年 2回/年2回/年

19,736.88

63,311

2
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　水道水使用量

±0%
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大

㎥ ±0%

1,191

360

±0%
削
減

209,989.30 　CO2排出量

2回/年

±0%

±0% ±0% ±0%

±0%

±0%

＋α％

±0%

＋α％

実　数

＋α％

33.0

65,170

0.120

＋α％

kwh ±0%

回 2回/年

±0%Ｌ

±0%

±0%

±0%

±0%±0%

Ｌ

±0%

±0% ±0%±0%Kg-CO2

t ±0%

±0%

±0%

Ｌ

±0%

±0%

±0% ±0%

±0%

±0%±0% ±0%

±0%

'24年度'23年度

中長期目標

目標項目 '26年度'22年度

基準値（'21年度）

単位

±0%

'25年度



２　一般廃棄物の適正管理

　　・缶・ビン・ペットボトルは、中を洗浄し指定の分別箱に入れ、再生を図る。

　　・ごみは、可燃・不燃と分別し産廃が混入しないよう指定の分別箱に入れる。

３　再資源化量の増加

　　・リサイクル可能な廃棄物の受入増に努める。

　　・リサイクル資源については、販路拡大のため新規企業の開拓を推進する。

【5＆６　環境経営目標と実績並びに評価及び次年度の取組内容】

1 の環境目標及び実績は、次表のとおり。

項　　　　目

　廃棄物排出量

　資源生産量

※　電力CO2排出係数は、北海道電力のH29年値（0.650）を採用した。

2　環境経営計画は、次のとおり

　事業内容及び施設に変更がないため、変更の必要はない。

19,737 - +α 5,967 -13,769.4 -69.8% -

〇　実績の評価

-

t
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公道の清掃活動

増
大 回

上記の結果、CO2の排出量が増加したが、中長期目標を改訂したばかりのため継続をした方がいい。

　また、処分場延命のため重機が稼働しているため、増加は止むを得ないと評価した。

ⅱ　水道水は、他企業と共同使用で按分しており、かつ、少量のための妥当と判断をした。

ⅲ　廃棄物は、ペットボトル等の少量の排出量で、全量資源化をしており適切と評価した。

ⅳ　再資源化量は、約67.79％減少したが、がれき類販売の落込みのため止むを得ないと評価した。

ⅰ　CO2の排出量は、上記のとおり電力が3.72％削減できたが、軽油が約7.06％増加したため対基準

　値比で約5.23%増加した。軽油の増加は、がれき類は工事現場が排出元のため、毎年変動すること。

-

適宜 2回2 6月26日と10月23日実施した。

-

　水道水使用量

0.00.09

-33.0 33.00 0.0%

0.12

0.0

-±0%t

㎥ ±0％

-

Ｌ

2022年度

0.10.0%

18.0%

3.2

360

220,970.4±0% 5.2%

1,405

±0%

-3.7%

±0%3.3

214.0

11.77.1%

±0% 0.2

37.0

0.0

±0% -2,358.060,953

0.0

10.6

10.2

0.1

65,170　軽油

　灯油

　電力 63,311

実　数

2022年度

エネ
ルギ
ーの
内訳

 　CO2排出量 Kg-CO2

1,191

削
減

Ｌ

360

69,769 4,599.0

増　減
比率％

10,981.1209,989.30

基準値差実　績単位 目標

kwh

Ｌ

資源化生
産量対比

資源化生
産量対比

　ガソリン

基準値（'21年度）



【7　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反訴訟の有無】

　①　環境関連法規は、年度末に行政機関のＨＰ等で改廃等をチェックして当社に必要な法律を

　　次表のとおり確認しているため、適切と評価している。

　　　適用法令 　　　　主な要求事項 　確認状況

 廃棄物の投棄・焼却の禁止規定   遵守確認

 無許可営業の禁止規定   遵守確認

 廃棄物処理法  処理施設の設置許可規定   遵守確認

 産廃の処理（運搬・保管・処分）基準   遵守確認

 産廃の委託基準及び管理票の交付・回付・報告規定   遵守確認

 消防法・条例  灯油タンクの材質・保管基準及びﾀｲﾔの保管 　届出で確認

 大気汚染防止法  車両の排ガス・騒音規定 　車検で確認

 水質汚濁防止法  公共水域へ油流出に関する措置・報告規定   事例なし

　②　廃棄物処理法は、当社の事業に直接関係する法律で違反すると操業ができなくなるため

　　違反することはないが、過去３年間に関係当局から違反の指摘もなく訴訟の事実もありません。

【8　代表者による評価と見直し結果】

１　環境方針

　　H31 年4月1日に改定をしたので変更はしない。

２　環境関連法規の取りまとめ等

　　環境関連法規一覧表兼環境関連法規等遵守確認簿は、変更しない。

３　環境経営目標及び環境経営計画

　・　中長期目標は、改訂をしたので、当面は続ける。

　・　環境経営計画は、変更しない。

４　システム・実施体制

　変更しない。

5　緊急事態の準備及び対応

油類の漏洩処置訓練の実施。
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